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保育士への感謝 2 保育所の駐車場に屋根を設置 1

保育士の処遇改善 2 発達障害への理解 1

保育時間拡大 1 保育施設の高台移転 2

土日祝の開所 1 耐用年数切迫の公立保育所の建替を早急に 1

全年齢保育料減額・無償化 1 幼稚園への意見 1

保育士のスキルアップ 1 蟯虫検査は不要 1

1

77

学校への感謝 2 小学生からの自転車通学に驚いた 1

教員への感謝 2 東山小の送迎スペースが少なすぎ 1

教員のスキルアップ 3 東山小の運動会を安並の運動場で開催 1

教員の処遇改善 2 学校の高台移転 2

教育体制の充実 1 運動会が午前だけでありがたい 1

宿題の軽減 2 自転車ヘルメットの補助金 1

高校の教育費全額無償化 1 蟯虫検査は不要 1

校区外への通学可 2 小中学校を統合しすぎ 1

不登校児への対応の充実 2 小学校だけでも統合をやめてほしい 1

発達障害への理解 2 八束小は人数が少ないので、具同か南小との統合を希望する 1

いじめへの対応 1 八束のスクールバスの経路改善 1

通学路の整備 2 もっと教育にお金をかけてほしい 1

バス通学の検討 1 牛乳がいらない、せめて選択できればいいと思う 1

街灯の整備 2 もっと魅力的な教育機関を目指してほしい 1

給食費無償化 10 得意なことを伸ばして楽しく通える学校づくり 1

仮校舎へ移動した際、通学路で誘拐や犯罪の面で
学校や学童に相談した。あまり期間をあけることなく

街灯や植木を整備してもらえた
1

高学年でも雨のときなど迎えに
行くまでの居場所があればいいと思う。

1

子どもは親が思っている以上に
おかれている環境でがんばっている

1
自宅で予習復習をしないとテストで良い点を

取れないような授業ではなく、学校の授業ですべて
理解できるような授業をしてほしい。

1

学校では見たことないぐらい
しっかり見えるので、頼もしい

1
学校で必要なお金は

児童手当から相殺してほしい
1

四万十川がなぜ最後の清流なのか
子どもが持ち帰った資料で初めて知った

1
県外からでも行きたい！と

思えるような特色をつくってほしい
1

転勤族も案外多いので、小学校で行っている山、
川の学習など保護者にも見学させてほしい

1
土佐塾中学校のまなび創造コースのような

学校を作ってほしい
1

自然学校ができたらうれしい。宿題を減らし、授業を
詰め込むよりも、ゆとり、自由な時間で好きなことを
見つけたり、楽しくのびのびと過ごさせてあげたい。

1
テトルでの手紙配布により、子ども自ら
イベントに興味をもつ機会が無くなった

1

学校でタブレット化が進んでいるがタブレット内
でのメッセージのやりとりができるため

いじめの原因にもなる。
1

学校の参観日などを使って南海トラフについて、
親子で学べる機会をもっと増やして欲しい

1

タブレット使用での視力低下・睡眠不足を
知ってもらいたい。

1
小学生は古い机とイスで身体に
合わない物を仕方なく使っている

1

タブレットの学習の中身を
今後に活かせるようなものにしてほしい

1
自分の住む地域でどんなことが起こりうるかを
考えるような機会を定期的に設けてほしい

1

小学生をもつ保護者

保育所・保育園

学校

保育所を縮小しないでほしい



タブレットの宿題は記述式にする等、
自力で考えさせるものにほしい

1
共働きの家庭では宿題を見る時間が無い。
毎日誰かが宿題を見て教えてほしい。

1

学習タブレットも利用（導入）はいいと思うが、Wi-Fiが
ない場合の対策がなされていない。基本的な環境が
整っていない、できないのなら導入すべきでない。

1
中村西中に八束小から入った子たちの不登校が

増えているときく。統合は仕方ないがせめてクラスを
同じにするなど、アフターフォローが必要だと思う

1

体操服や授業で必要な鍵盤ハーモニカ、リコーダー、
絵の具・書道・裁縫セット等、たくさんお金がかかるので

レンタルや学校支給にならないか？
体操服も白いTシャツなら何でも良いと思う。指定の
体操服が高すぎ。業者との癒着があるとしか思えない。

1

子供が利岡小学校へ在学中。少ない人数だからこそ一つ
の家族のような雰囲気。自主性が高い。授業参観に行く
度感心させられる。複式学級だと学力面も素晴らしい。
こんな学校を失くしてしまうのはあまりに残念。

1

小規模校で地域や保護者の方、友達に育ててもらったと
感じている。我が子でなくても応援してくれ、笑って
指摘してくれ、大きな1つの家族の様に接してくれて、

感謝の気持ちでいっぱい。

1

市の学校給食が美味しくない、量も少ないとよく聞く。
特に中学生など、部活動をしている生徒には少ないの
ではないか？物価高騰も理解はできるが、2・3月分の

￥9000程度は高すぎると思う。
市の方で若干の負担など出来ないか？

1

9

支援センターへの感謝 3 対象の拡充 3

支援センターの新設 1 こどもが小さい頃はよく利用していた 1

1

5

ぴっぴへの感謝 1 気軽に子どもを預けられる人、場所、環境が必要 1

ぴっぴの先生への感謝 1 土日祝日・年末年始の一時預かりがほしい 1

1

6

病児保育の充実 5 病後児保育の充実 1

27

受入人数の拡充 2 受入時間の拡充 1

土日祝日の開所 1 長期休みのみの利用可 6

3年生以上の受入 8 放課後子ども教室を東山にも作って欲しい 1

選考基準が分かりにくい 1 学校と学童が連携されていない 1

小学校と学童保育の連携が、あまりない事に驚いた。
四万十市として学校同様に考えてほしい。

1
登下校時、街灯が少なく

夜道が暗くて一人で帰らせるのが心配
1

夏休み等に開催されたこどもひろばに、子どもが
大変楽しく参加し、毎回参加したいと言っている

1
具同小の敷地内に学童施設を設置してほしい。

開所時間まで待たすことに気を遣う。
1

長期の休みや普段の日、保護者が仕事で、子どもと
過ごす時間が持てない方が非常に多いと思う。

こういった日々の中で起る保護者ニーズに合わせた
取組を行ってほしい。

1
保育所→小学生になる時の学童保育の

見学や一時的に参加できる等
環境の変化に対応しやすくできると子どもも親も安心。

1

20

母乳外来がほしい 1 小学生以上の子育てに関する相談窓口の明瞭化 1

具同から児童館が遠く、利用させにくい 2 不登校や学校に行きにくい子に対する支援への感謝 1

児童館を具同側にも作ってほしい 1 発達支援についてのサークルが欲しい 1

児童館イベントをネット申込できるようにしてほしい 1 療育についてのサークルが欲しい 1

児童館のイベントはいいものが多い 1 発達相談窓口の明瞭化 3

発達支援センターの充実 2 療育施設の充実 3

学童

相談施設

病児保育

支援センター

一時預かり

吐き戻しの多い生後1ヶ月娘が心配で、ぽっぽに「子供用の体重計がないか、あれば測らせてほしい」と電話した。
すると「お母さん、そんな小さな子供は連れて来てはダメですよ」と教えていただいた。

正直「お先真っ暗」になった。ぽっぽの利用はどんな人ができますか?

無料で子どもがあずけられ、保護者が自分の時間を過ごせる環境があるといいと思う



児童館の人気のイベントは複数回設定し
中学校区で分ける等の工夫してほしい

1
夫妻のパートナーが身心的な不調や病気を抱えた際
助け合える共感できるサードプレイスの設立

1

89

市政への感謝 1 子育てに関する予算拡大 1

保健師さんへの感謝 5 子育てしやすい環境づくり 1

医療費助成への感謝 2 保健師さんへの不満 2

マム＆チルドレンへの感謝 1 十分な収入 1

ほっとポケットへの感謝 1 若い人が働ける環境 1

高校生までの医療費無償化 10 看護休の拡充 1

小学生や中学生・高校生に対しての支援不足を感じる 1 父親の育児参加促進 1

ひとり親家庭の所得制限撤廃 1 ひとり親家庭の習い事の負担金減 1

子どもたちのためになる政策増 2 ひとり親家庭への支援 2

公平な子育て支援 1 近所での日常的に世代を超えた交流 1

子育て世帯への補助金 2 車いすマークの駐車場に屋根がなく不便 1

子どもの為の補助金 2 車いすマークの駐車場が少ない 1

子どもファーストの子育て支援 1 給食費が無償の間は本当にありがたかった 1

働きながらの育児支援 1 オムツなど必要品の配布 1

金銭面での支援 1 顔の見える関係を作る事ができる場・機会の提供 1

支援金の増 1 子育て世代を呼び込む工夫が必要 1

出産の祝い金でなく、その後も給付金等出してほしい 2 少子化対策として、支援をしてもらえると助かる 1

小学生以上の子どもがいる世帯にも支援がほしい 1 流山市を参考にしてもらいたい 1

子育て用品(部活等の物も)譲渡スペースがほしい 1 特になし 3

幡多の他市町村の子育て支援に比べ、うすいと感じる 1
就学援助を受け取れる対象者には通知があると
とても助かる（申請する事を躊躇してしまう）

1

就学援助費の支給時期を早めて欲しい
支給予定の3月ではもう準備は終わっている時期

1
ADHDで家では大変なのに

結果が酷くないからと申請したのに却下された
1

子育てに関する経済的支援の充実を必要と考える。
（他県との比較が必要）

1
人口を増やしていかないと、

市も県も国も立ちいかなくなる。
1

物価の高騰と共に、子ども達の食べる量も年々
増していく一方でエンゲル係数が半端ない

1
赤ちゃん用ではなく「身体が不自由な人」用の

台（ベッド）を設置してほしい
1

金銭的にも精神的にもワークライフバランスの点からも
両親の心の余裕が必要。そのための施策がほしい

1
黒潮町の子どもが海外研修に行っていたのが
羨ましかったので、四万十市でも行ってほしい

1

他市町村の方が子育て支援や教育に関しての補助など
手厚いサポートがある気がする

2
ファミサポは思ったより使いづらく、登録しても

実際なかなか利用できない
2

出産後のお母さんたちを是非、支援してあげてほしい。
行政をめいっぱい利用して頼ってよいと知って欲しい。

1

四万十市は他県自治体に比べ、子育て支援・援助・公的
な物が少ないと感じます。子どもの人口が少ないからこ

そ
できる支援があるはずと思う。何か形としてもらいたい

1

子育てに関する民間の支援団体が増えているのは、
とてもありがたく、どんどん団体の活動が拡充できる

ようフォローがあると良いなと思う
1

子ども3人目には100万！4人目には150万！など
わかりやすい目玉がないと、とてもじゃないが次の子は

産みたい、育てたいと思えない。
1

その場しのぎの案ではなく、“この土地で子育てをして
みたいな”と思えるような環境にすることが大事。明るい
未来が待っていると思えるような支援をお願いします。

1
実家のマンパワーを借りられない状況で
産前産後、子育てを経験された方が

計画策定・推進に関わるのが一番だと思う
1

支援制度



子育て中ママやパパ、悩んでいる人が1人ぼっちに
ならず、地域全体で繋がりができるように、
そんな四万十市であればいいなと思う。

1

子どもたちの育ちにはみんな平等な支援が受けられる
ようになって欲しい。非課税家庭だから支援では、

格差しかうまれない。せめて子どものことはみんな平等
に

1

四万十市の子育て支援について他市の友達に話すと
「うらやましい」と思ってもらえることが増えている。
子どもや子どもの周りにいる大人たちの意見を聞いて
方針を決めて下さっているからだと思っていて、これか

らも
行政の中だけの1人よがりな施策ではなく、こうゆう
雰囲気のまま進んでいけたら、とてもうれしいです。

1

親が休んで子どもと長い時間を過ごす事を、皆は望んで
いない。社会とのつながり、仕事による達成感は大事で
あり、働きながら金銭的負担なく、プロの方に面倒みて
もらい育児のアドバイスをもらいながら、社会の中で

子育てできればいいと思っている。

1

四万十市の学校給食が美味しくない、量も少ないと
よく聞く。特に中学生など、部活動をしている生徒には
少ないのではないか？物価高騰も理解はできるが、
2月分・3月分の￥9,000程度は高すぎると思う。

市の方で若干の負担など出来ないのか？

1

1人親や非課税の家庭にだけ保障をしていますが、
課税世帯でも、生活費は1人だけという家庭がある
事を知ってほしい。お金を入れてもらえない
DVがある家庭もある。就学援助を受けている
家庭では、こういう保障を必要としている。

1

高知市からUターンしてきたが、パートナーはなかなか
仕事が決まらず（子育てを優先するため、土日が休みで

残業などが少ない仕事に絞って探していた為）
経済的な不安を感じる事もあった。

1

税金が高いのに、子育て環境が全く整っていないと
思う。中学校を1校潰して、大学を誘致したのに
頓挫し、これまでに多額の税金を使って、
謝罪も説明もないのはどうしてですか？

1

子ども手当ての受取は、父親・母親のどちらかを
選ぶ事は出来ないのか?家庭はだいたい母親が
管理している事が多いので、自分の口座からの方が
手間なく、学校の引き落としもスムーズになる。
二度手間になってしまわないようにしてもらいたい

1

四万十市は子育てをしている親の事を考えているのか
と思う。コロナの時も、四万十市からは何もなく。他の
所は、お金の配布、様々あったが、四万十市は何も
なかった。他の親達も言っていた。四万十市に住んで
残念に思った。子供が少ないと言っているのに

私は3人育てている。もう少し頑張ってもらいたい。

1

家賃がすごく高いのに給料は安いと思う。
せっかく、若い世代がIターン・Uターンをしようとしても
経済的な不安が多いままでは、移住や子育てをしよう
と思えないと思う。良い環境で、自然の多い場所で
子育てしたいと考えている親は沢山いると思うので、
そのような人達を支援する体制を考えてほしい。

1

以前、四万十市へ引っ越した際(今回2度目の帰り)
母子をよく確認もせず扶養を止められた。

子育てしやすいと聞くが、その時はがっかりだった。
携わる職員さんの教育をしっかりして頂きたい。

（その時も、私の母と私と、当事者、
市役所職員2名の5者で話した）

支援より見直す所が別にあるのではないかと思う

1

1

7

産後ケアへの感謝 1 市民病院にも小児科がほしい 1

ドクターの少なさを何とかしてほしい 1 時間外に小児を受入してくれる病院が市内に欲しい 2

母乳外来やその情報がほしい 1 子どもが病気の際、診てもらえる所が少なくて困る 1

94

ぽっぽへの感謝 1 芝のサッカー場を作ってほしい 1

カドルファミリーへの感謝 1 屋外の遊び場の増 1

とことこへの感謝 5 体を動かせる遊び場 4

とことこのような施設の増 2 しまんとぴあの中に遊び場が欲しい 2

こどもの遊び場がほしい 5 カラオケがほしい 1

暑い日に子どもが遊べる所がほしい 4 ボーリング場がほしい 1

寒い日に子どもが遊べる所がほしい 5 映画館がほしい 1

小学生の遊び場がほしい 2 市街地の公園に駐車場を整備してほしい 1

雨天時の屋内遊び場がほしい 18 西土佐に公園を新設 3

大型の屋内遊び場がほしい 1 商業施設内に親子で利用可能なプレイジムの新設 1

父親の育児休業は、休める職とそうでない職があるので、それを税金で賄うのは不公平。それに、育児休業中に
人員を補足すると効率も悪いし生産性が下がると思う。それなら「育児に詳しいお手伝いさん」という職を作り、

派遣してもらえると皆平等に子育て支援の恩恵が受けられると思う。また、四万十市は転勤族も多く、
両実家が近くに無い家族だと、大変心強い存在になると思う。

医療関係

遊び場



乳幼児を遊ばすことのできる公園や屋外施設の増 1 子どもだけで遊びに行ける無料の施設の新設 1

具同への児童館の新設 2 公園に屋根付きのテーブル・イスをつくってほしい 1

あすたむらんどのような児童館がほしい 1 普段から遊べる公園（遊具あり）が整備されていない 1

えひめこどもの城のような児童館がほしい 4 文化センター跡地を、公園にしてほしい 2

砥部町ゆとり公園のオモシロ自転車のような施設がほしい 1 インターネットやゲームで遊んでほしくない 1

休校を利用した遊び場(有料でも可) 1 四万十の自然や人にふれられる、子どもの居場所がほしい 1

えひめ森林公園や月見山にあるアスレチックがほしい 1 古津賀4号公園の壊れたままの遊具の改修 1

交通公園がほしい 1 公園への感謝 3

遊ぶところがなくとても子育てには
向いていない地域だと思う

1
赤鉄橋の下のキャンプ場でたくさん走らせたり、ボール

遊び
したり、広い土地を使って遊べるのは、とてもいいです。

1

発達障害のある子が周りを気にせずに
体を動かせる場所の新設

2
中村地区や市役所勤務の人は図書館を学童のように
利用されているが、東山地区には図書館すらない

1

お正月休み中、古津賀公園に行くと、お年寄りの方々が
ゲートボール大会をしていて、その傍では子どもたちが
遊んでいる。年齢の異なる人たちがそれぞれ集い、

にぎやかに公園を楽しんでいる光景が
とても良いなあと思ったことでした。

1

四万十市の自然豊かで穏やかな雰囲気が好きで
住みついていますが、子どもだけで川や海・山で
遊ばせることはできない。安全で健全な子どもの
遊び場・行き場の整備を切に希望します。

1

安並市民プールの利用を何回かしたが、小学生が泳ぐ
練習をしたいのに、歩くお年寄りの人達がたくさんいて
全然泳げなかった。2コースから上のコースは足の届く
中学生や大人の人しか使えなくて、結局小プールでしか
遊べず。時間帯や曜日毎とかで、もう少し子供が

利用できやすい施設にしてもらいたい。
(もう1コース足の着くコースを作ってもらいたい)

1

低所得の家庭でも払える料金で利用しやすい
キッザニアのような親子で家族で楽しめる子供向けの
テーマパークがあると街の活性化、体験型だから
楽しく社会のしくみを学べる。将来に繋がる。

四万十市で働きたい。人口が増えるかもしれない。
四万十市だからこそこんな体験ができる、

他にはない夢のある場所に。

1

家の近所に広い公園など、子どもが体を動かして
遊べる場所がなく、近所の小さい公園に行くと、公園の
隣の家の人にボール遊びをするなと怒られたり、
しかたなく家の前で遊んでいても、近所の人に声が
うるさかったのか遊ぶなと怒られたと言って帰宅した
事もあり、外で遊ばすのにも、すごく気を使わなければ
ならない。ずっと家の中で遊ばせるのも体に良くないと

思うので、子どもが外で遊ぶ事に周りの大人が
もう少し、理解と温かい目で見てほしい。

1

子供達だけでも、安心して出入りできる施設を作って
ほしい。図書館や市役所にいる子供達を見かけるが、
マナーが悪い時があり、（自分も含め）大人が注意

出来ない状態。年間パスポートのような物を発行して、
その名札を見せれば出入り自由、宿題してもいいし、
本やマンガを読んでもいい。少し学童に似ているが、
学童に通えない年齢も出入り自由（中・高生とかも）
シニア世代に協力してもらって、見守りをお願いし、
昔ながらの遊びを体験できるし、シニア世代は
ボケ防止にもなる。そんな施設を造ってほしい。

1

10

子育てSNSへの感謝 1 トンボについて広報活動を頑張ってほしい 1

母乳外来の情報が産前からほしい 1 学童や子ども教室に関する様々な情報がほしい 1

小学生以上の子育てに関する相談窓口を周知してほしい1 ぽっぽの詳しい情報を広報以外でも流してほしい 1

地元の方でないママさんの心のケアや情報を分かり
やすく提供してほしい。もちろん地元のママさんにも。

1

今もまだ「子育ては母親が主にするもの」といった考えを
もたれている方が多数いる。昔の子育て今の子育ての
比較、メリット・デメリット等、高齢者や、40代～60代

向けの情報発信を要望します。

1

子育て支援に関してのサービス（そんなサービスが
あるんだ!!など）の分かりやすい通知などがLINE等で

定期的に受け取る事が出来れば嬉しい。
（予防注射の時期等）

1

高齢者等、地域の方が子供の遊び場を奪っている
（クレーム等）状況を、残念に思う。実際に近所の方に
外で遊んでいる時、子供の声がうるさい等クレームを
受けたその方達もおそらく子育てをしている時が
あったはずなのに。難しい課題ではあると思うが、
地域の方へ子育て世代の声を届けられる方法

（広報等）があれば良いなと思う。

1

情報発信
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子育てのほっこりエピソード 8 昭和の価値観を変えて欲しい 1

子育てのしんどかったエピソード 8 男性の協力意識がとても低いところを改善してほしい 3

子育て支援課への応援 1 「父親」の意識を変えていく取組やイベント、啓発活動増 1

体験型イベントの増 1 子育てに関するサークルが欲しかった(当時はなかった) 1

親子で楽しめるイベントの増 1 四万十市は自然が宝 2

西土佐でのイベントの増 1 子供を増やすには、安定した所得が必要 2

歩行者用信号機の増 1 変化がないためアンケート取る意味がないと思う 2

ファミレスの新設 1 未来ある子供の為に正しい税金の使い方をしてほしい 1

授乳室の増 1 子どもたちにも四万十市を好きでいて欲しい 1

芸術や化学等を学べる機会が欲しい(有料でも可) 1 コロナ禍により出生数が減っていると思う 1

子供、子育てに関わる全ての人に優しい環境であってほしい 1 四万十市全体が子育てについて協力的ではない 3

子育てしながら働きやすい環境づくり 2 若者が生活していけない 1

都会との地域格差を減 1 税金が高い 1

習い事の選択肢が少ない 2 市長への不満 2

産休・育休を取りやすい社会環境の推進 2 市への不満 2

手続きの電子化 1 子育て支援課への不満 2

子どもが安心して過ごせる場所の増 1 期待している 1

食べ物が美味しくて自然に恵まれていると思う 1 期待してない 2

公共施設や店舗のトイレに子供用洗面台を設置してほしい 1 四万十を出たい 1

飲食店への洋式トイレの設置 1 住みやすい街だと思えない 2

一週間に1日だけ夫婦だけの日があれば良いと思う 1 特になし 1

都会に準じた方向に目を向けすぎず四万十ならでは
の子育てとは何かを大事にしたら良いのではと思う。

小1に上がる時は、どうしても時短勤務が求められる
こともあるので、企業側の理解もあるといいなと思う

1

四万十市の図書館は、座って勉強できる席が少なくて
不便。プライベートを確保できればいいのに。

1
地域の年配の方々が子ども達を気にかけてくれて、
とてもいいなと思う。見ていてとても気持ちがいい。

1

子供が大きくなってくると子ども同士の
コミュニティーが出来てくるので現在の
子育て環境には一定満足しています。

1
お年寄りも、小さい子・赤ちゃんとお出掛けして、
また連れてってあげたいなと思える市にしてほしい

1

小学生・中学生・高校生も、どの地域も素直な
子が多く挨拶もできるし、信号で

お辞儀をしたり感心する事が多いです。
1

個人が特定されない形で、いつでも意見や
要望を申し出る事ができる体制づくり、並びに
これに対する回答が取得できる、システム的な

ものの整備をしてもらいたい。

1

民間の療育施設を利用しているが、同じような悩みを
かかえている保護者同士のつながりがあれば孤独感が
減るし、子供の居場所にもなると思う。学校でも定形
発達外の子供の扱いに、まだまだ不慣れ、理解不足の
点もあると思う。親子共々孤立するのを防げると思う。

1
子供達がイキイキと、のびのびと過ごせるよう、大人が
余裕をもって暮せる環境づくりが最も重要と考える。
まずは、そこから!!お金じゃなくて心の余裕を！

1

1

日本全体において子育て世帯の肩身の狭さは喫繁の課題だと思う。この四万十市では自然豊かな子どもの学びに
つながる良い環境に恵まれているものの、経済的理由などから親に余裕がなく、有意義な活動につなげられていない
気がする。また将来を見据えると、第3子を望むけれど断念せざるを得ない状況。国として地域として本当に子どもを
望んでいるのか、環境を整えようとしているのか、全く感じられない現状において、ギリギリの生活をしている我が家に
とって子どもを希望するだけ望むことは贅沢なこと。一生懸命頑張ってきた際にも義母より子育ての指摘を受ける始末。
正しい方法も分からない、聞けない、生活も苦しい、悩んでいる所へ指摘も来る。どうか子育て中の方がこのような
思いなく、幸福や希望をもって子育てを悩みながら頑張れる明るい家庭が増えることを心より願っている。

その他


